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背景

▰ 令和元年東日本台風によって千曲川の堤防決壊

▰ 死者23名, けが人150名

▰ 被害総額は約2,700億円

気候危機は現実の危機である



ゼロカーボン実現に向けた動き

長野県気候危機突破方針（2020年4月）

▰ 2050ゼロカーボンを目指した2030年度までの行動計画

長野県ゼロカーボン戦略（2021年6月）

▰ 気候非常事態宣言を具体化するための基本方針

▰ 2050ゼロカーボン実現に向け、エネルギー消費量削減、再生可能エネルギー拡大の数値目標を設定

気候非常事態宣言（2019年12月）

▰ 都道府県で初めて気候非常事態を宣言

▰ 2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロ（2050ゼロカーボン）にする決意を表明

▰ 長野県議会の議員提案で全会一致で可決・成立

▰ 全国で初めて2050ゼロカーボンを目標に規定

長野県脱炭素社会づくり条例（2020年10月）



長野県ゼロカーボン戦略（計画期間2021～2030年度）2050ゼロカーボンを目指す
長野県のシンボルマークです

◆地域事業者と連携し住宅太陽光と小水力発電を徹底普及

◆エネルギー自立地域づくりを強力に推進

５吸収・適応

６学び・行動

◆森林CO2吸収量を増加、まちなかグリーンインフラを拡大

◆信州・気候変動適応センターを中心に適応策を実行

◆信州環境カレッジを核に多様なカリキュラムを展開

◆若者を牽引役に「ゼロカーボン実現県民会議(仮称)」を始動

➫１０カ所以上

◆ EV・FCVで安心・快適に走れる充電インフラを充実
◆多様な移動手段の確保

（公共交通への積極的支援、MaaS、ｸﾞﾘｰﾝｽﾛｰﾓﾋﾞﾘﾃｨ、自転車等）

１交通

２建物

３産業

◆ ESG投資を呼び込む事業活動のゼロカーボン化を支援

◆ゼロカーボン基金でグリーン分野への挑戦を後押し

◆全ての新築建築物のZEH・ZEB化を実現

◆信州健康ゼロエネ住宅普及、温暖化対策条例の改正

４再生可能エネルギー

分野別の施策

ゼロ６割減

社会変革、経済発展とともに
実現する持続可能な脱炭素社会づくり

◆ 再生可能エネルギー生産量
2030年度までに２倍増、2050年度までに３倍増

二酸化炭素を含む温室効果ガス正味排出量を
2030年度 2050年度 を目指す

基本
目標

数値
目標

◆ 最終エネルギー消費量
2030年度までに４割減、2050年度までに７割減

目標

2050へのチャレンジ 「気候危機突破プロジェクト」

●コンパクト+ネットワークまちづくりプロジェクト
歩いて楽しめるまちづくり、多様な移動手段の確保

●建物プロジェクト
健康の視点から啓発、既存ビルの性能向上・民間等へ波及

●グリーンイノベーション創出プロジェクト
SDGs 経営の浸透、新技術の開発促進

●エネルギー自立地域創出プロジェクト
RE100リゾート、持続可能な中山間地

県民・事業者・市町村など様々な主体と連携・協働して
2050年の将来像を見据えた中長期的な課題に挑戦

⇒くらしふと信州（ゼロカーボン社会共創プラットフォーム）として具体化 3



長野県ゼロカーボン戦略
ロードマップ

～一人ひとりの実践でゼロカーボン社会を実現しよう！～

２０２３（令和５）年１１月
長野県ゼロカーボン戦略推進本部



【本ロードマップの策定趣旨】
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「長野県ゼロカーボン戦略（計画期間：2021～2030年度）」に掲げた２０３０年度の

温室効果ガス排出削減目標に対し、国及び県の全施策、並びに人口増減等の影響

を定量化したところ、現状ペースの進捗では１２６万t-CO2不足し、このままでは

目標達成が困難であることがわかりました。

このため、本ロードマップは、十分な効果が見込まれる施策や、加速化が必要

な部門を明らかにした上で、施策効果の高い『重点施策』を新たに掲げるなど、

２０３０年度目標を達成するためのシナリオとして策定しました。

今後、気候変動に対する危機感とあわせ、本ロードマップを県民・事業者を始

めとする多くの皆様と共有し、施策を着実に推進することで、２０５０ゼロカー

ボンの達成と持続可能な脱炭素社会の実現を目指します。

また、エネルギーの地消地産を実現することにより、地域内経済循環の起爆剤

としてまいります。



温室効果ガス排出量の削減効果の定量化（試算）
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現状ペースでは
126万t-CO2不足

達成困難

ロードマップに基づき
施策を実施

目標達成

2030年度までの必要削減量▲588万t-CO2に対し、現状ペースの進捗では目標達成は
困難（▲462万t-CO2）

ロードマップシナリオは大きなチャレンジとなるが、施策を着実に進めることで、
削減目標を達成（▲591万t-CO2）

117万t-CO2

産業部門

302万t-CO2

業務部門

270万t-CO2

家庭部門

313万t-CO2

運輸部門

383万t-CO2

2019年度

（最新実績）

191万t-CO2

179万t-CO2

138万t-CO2

2030年度

（目標）

173万t-CO2

▲132万t-CO2

▲129万t-CO2

必要削減量

その他 119万t-CO2

(廃棄物、その他温室効果ガス)

▲192万t-CO2

▲134万t-CO2

▲261万t-CO2

計▲588万t-CO2 計▲462万t-CO2

＜運輸部門＞

・乗用車10万台がEV
（乗用車の１割）

・公共交通利用者が１億人

＜家庭部門＞

・国より前倒して
2025年度以降早期に
新築住宅ZEH100%

・住宅屋根ソーラー22万件

＜産業・業務部門＞

・年３%減省エネ

・再エネ利用率20％増

ロードマップシナリオ

▲284万t-CO2

▲166万t-CO2

▲139万t-CO2
＜運輸部門＞

・乗用車5千台がEV

・公共交通利用者が減少傾向
(2021年度7,244万人）

＜家庭部門＞

・国の法律に基づき

遅くとも2030年度までに

新築住宅ZEH100%

・住宅屋根ソーラー12万件

＜産業・業務部門＞

・年３%減省エネ

▲111万t-CO2

▲122万t-CO2

▲227万t-CO2

現状ペース

計▲591万t-CO2

現状ペース：過去数年間のトレンドに基づく2030年度の進捗を示したシナリオ
ロードマップシナリオ：2030年度削減目標を達成するために作成したシナリオ

2030年度における状態と削減量



温室効果ガス排出量の2030年度削減目標の実現に向けて
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2030年度に目指す状態
県民・事業者等の皆さまに
重点的に取り組んでほしいこと 県の重点施策

・乗用車
現状２千台の
EVを10万台へ

・年３%減の省エネを継続

・新築住宅ZEH率
現状３割※を、
国より前倒して2025年度
以降早期に100%へ ※推計値

・一家に１台はＥＶを！会社の車もＥＶに更新を
（乗用車の新車販売6台に１台をＥＶに更新）
更新する際はエネルギー効率がよいＥＶを選択
車種や用途により困難な場合はハイブリッド車を選択
EV目標10万台/乗用車ストック138万台

• ＥＶの安心・快適使用に向けた
公共用急速充電器の整備促進

• 新築における信州健康ゼロエネ
住宅普及によるZEH率向上と、
ZEH義務化の検討

・住宅屋根の３割（22万件/63万件）に
太陽光パネル設置！
自宅に太陽光パネルを設置し、電気代を節約＋災害にも
強い住宅に

• 事業活動温暖化対策計画書制度･
使用エネルギーの可視化支援･
融資制度による省エネ促進、
再エネ導入支援等により、事業
者の脱炭素化の取組を後押し

・マイカー通勤・通学の10人に１人は
公共交通利用に！
バス停・駅から徒歩圏内の人は公共交通を積極利用
公共交通利用者（実数）の増加目標6万人/マイカー利用者72万人

・公共交通利用者

現状7,244万人を

１億人へ

• 通勤・通学時の公共交通利用
拡大を目指した交通ＤＸの推
進による利便性向上

・環境・家計・身体にやさしいZEH基準以上の
省エネ住宅を新築！
国のZEH義務化に先駆けて、高断熱・高気密の省エネ
住宅を新築 新築ZEH率目標100%/現状３割(推計値)

• 初期費用ゼロ円モデルの構築
等により「信州屋根ソーラー”
標準化”プロジェクト」を推進

・住宅屋根ソーラー

現状９万件を22万件へ

・再エネ利用率
現状３％から23％へ

・年3%の継続的な省エネと、再エネ利用の大幅
拡大（再エネ電力利用率3%→23%）による温室効果
ガス削減で「選ばれ続ける」事業者へ
・使用エネルギーの把握や、省エネ設備への計画的な
更新等を通じて、収益改善にも資する省エネを推進

・再エネ設備導入による電力の自家消費や、グリーン
電気購入等を通じて、使用エネルギーの再エネ化と
企業価値の向上を推進

運
輸
部
門

家
庭
部
門

産
業
・
業
務
部
門



足元の「暮らし」を「ふと」立ち止まって見つめ直し

心地よさや心の豊かさを感じられる、自然と調和した

美しい暮らしへの「シフト」をうながす

分野と世代を超えた様々なひとたちの共創によって

各地域の自然・文化的資源を再発見・再編集し、

地域の「くらしふと」を進めていく
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“くらしふと信州”に込めた想い



目指す姿

ゼロカーボン社会の実現

世界を牽引する“サステナブルNAGANO”の確立
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コーディネーター

・県職員
・市町村派遣職員
・地域おこし協力隊 等

くらしふと信州の機能と役割

ヒト・モノ・情報が集まる

“新しい共創の拠点”

・ “オープン＆フラット”に集い、
学び、つながるまちなかオフィス

・旧店舗を断熱改修し、拠点施設と
して活用

・長野市内

公式WEBサイト

くらしふと信州

・県内外の先進的な取組や
プロジェクトの動きを見える化

連携拠点

ビジョンを共有する県内各地や
県外の推進組織、拠点と連携

ex.コワーキングスペース、インキュベーション
施設

学び、つながり、共創する場
づくりやプロジェクト化を推進

10



くらしふと信州への参加方法

2050ゼロカーボンに向けて、行動・連携したい、技術やサービス等を提供したい
など、個人・団体、国内外を問わずどなたでも参加いただけます。

申込みをいただいた皆様には、イベントやプロジェクトなどくらしふと信州での
動きを「くらしふと通信」させていただきます。

参加申込はWEBサイトから☟
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⚫ 様々な方と共に、学び、発信するためのイベント等の企画、開催

⚫ ゼロカーボンに関するイベント等の情報入手（くらしふと通信・週１回）

⚫ くらしふと信州拠点の活用

⚫ 仲間を募って取り組みたい企画（＝「プロジェクト」）の提案、立ち上げ

「くらしふと信州」でできること

くらしふと信州をみなさんと一緒につくり、育てていきたい！

⚫ ゼロカーボンに取り組む仲間との交流・対話の場への参加
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２）屋根ソーラー普及プロジェクト

３）エネルギー自立地域プロジェクト

１）教室断熱100校プロジェクト

県提案プロジェクト

参加者提案プロジェクト

１）東大生×辰野町～持続可能な森づくり～

２）岡学園×くらしふと信州～県民のゼロカーボン行動変容を促すには～
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気候変動対策としてゼロカーボンに向けて身近にできるアクションをより多くの人に知ってもらうに
はどうしたらよいか？イベントをゼロから企画！
環境負荷が低く竹林問題解決につながる竹紙をつくる長野市内の会社や信大ファブラボと連携し、
“竹紙ランプシェードづくりワークショップ”を若者・親子向けに開催。“県庁マルシェ”にも同時出
展！約140人にご参加いただきました。

☝学生デザインのチラシ ☝当日やりきった！様子
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▼キーノートセッション 10:30～12:00
インスピレーションダイアログ 20分
「今アップデートすべき気候と社会の現在地とは？」
キーノートラウンドテーブル 60分
「200万人県民のゼロカーボン～「くらしふと」で実現するウェルビーイングな信州～」

▼分科会13:30～15:00

▼越境/共創ピッチ15:30～17:00

▼振り返り・まとめセッション 17:30～18:15

▼交流会（立食） 18:15～19:30

①太陽光と市民参加
すべての屋根に太陽光を！
ゼロカーボンを広める
メッセージのつくり方

②まちづくりと共創
まちづくりに必須となる
ウェルビーイングと脱炭素の観点

③エネルギー自立地域
自治体から挑戦する地域密着型
ゼロカーボン
～現場の知見をシェア～

A ○○×ゼロカーボン
～異なる分野・切り口からのチャレンジ～

B エネルギー自立地域マッチング
～企業と自治体～

企画案
【日時】2024年3月2日（土）10:30～19:30（交流会含む）
【場所】長野市内複数会場



くらしふとカンファレンスについて

くらしふとカンファレンスの情報は参加登録いただくと
「くらしふと通信」でお知らせが届きます！

参加申込はWEBサイトから☟
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